













申請先学部  工学部 採択番号 No. 0001   
２０１９年度大阪大学未来基金【住野勇財団】学部学生による自主研究奨励事業研究成果報告書  
ふ り が な 



































































𝐴1 = 𝑅𝑥1 × 𝑁1 ＋ 𝑅𝑥2 × 𝑁2  (1) 
𝐴2 = 𝑅𝑥3 × 𝑁3 ＋ 𝑅𝑥4 × 𝑁4 (2) 
𝐴3 = 𝑅𝑦1 × 𝑁1 ＋ 𝑅𝑦3 × 𝑁3 (3) 
𝐴4 = 𝑅𝑦2 × 𝑁2 ＋ 𝑅𝑦4 × 𝑁4 (4) 
 




































 図 3の装置を用いて実際に測定を行った。今回は図 4のように体積線源を 2つ配置し、二画面各 49
マスずつ計測を行った。測定結果は、現在解析中であるが、まずは数値実験を行ったのでその結果を


























            図 5:49×49における真値         図 6:画像再構成結果 
 
49×49 マス問題では 90°と少ない角度の測定でも、ベイズ推定を用いて真値とほぼ相違なく画像
再構成が可能であった。ただし、現状は、検出器の統計誤差を含めていないため、統計誤差の大きさ
と結果の関係を調べる必要がある。 
 
5.結論 
BNCT 治療効果のリアルタイム画像再構成を行うため、2018 年度の自主研究に引き続き、より高
精度な実験装置を組み立て、測定を行った。 
今年度は新しい実験体系の構築を行い、より高精度な装置を用いて臨床を模擬した実験を行った。
また並行して、49×49マスの二画面での数値実験を実施した。その結果、高精度な画像再構成を行う
ことができた。今後はこの手法のみでなく様々な画像再構成を試行し最適方法の検討を行う。また、
ベイズ推定法を用いて条件付確率による測定法を改良し、臨床に使える画像再構成法の検討を行う。 
 
